
ツール「表からRDF」のご紹介

https://imi.ipa.go.jp/tools/0051/
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名前 所在地 お名前 現住所

データはあるが、
どのような形式
で公開するのが
良いだろうか？

データは公開し
ているが、十分
に活用されてい
るだろうか？

住所 氏名

既存のデータ構
造は変更できな

い

名前 所在地

既存のシステム
は変更できない。
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tashiro
テキストボックス
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名前 所在地 お名前 現住所

氏名 住所 名前 所在地

ic:氏名
ic:住所

ic:氏名
ic:住所

ic:氏名
ic:住所

ic:氏名
ic:住所

既存のデータを変更せずに
地域を越えてオープンデータ

の有効活用

既存のシステムやデータ構造を
変更することなく、組織を越えて

確実で円滑なデータ交換
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既存のデータを変更せず、コア語彙にマッピング！！



データ構造の共有

• 構造や項⽬名が異なるが、意味的に共通のデータは多い
• 多くの⼈が最初からデータ構造を作成するのは効率的でないだけでなく、

たくさんの異なる構造ができてしまう。
 データ構造を共有して利⽤することで時間とコストを節約

名称
所在地

住所
名前

場所
施設名

なまえ
ばしょ

データ構造の検索・利⽤・カスタマイズ

ic:名称
ic:住所

ic:名称
ic:住所

ic:名称
ic:住所

ic:名称
ic:住所
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住所などを定型化

お名前 現住所

ic:⽒名 ic:住所
ic:都道府県
ic:市区町村

：
：

• 住所を⾃動的に分解・定型化することで、さらに使いやすいデータに
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DEMO
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https://imi.ipa.go.jp/tools/0051/

データ構造の共有
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プロジェクト

ic:氏名
ic:住所

データ構造

「名前」 -> ic:氏名
「所在地」 -> ic:住所

マッピング

作成

そのまま利用

プロジェクト

ic:氏名
ic:住所

データ構造

「おところ」 -> ic:住所
「なまえ」 -> ic:氏名

マッピング

マッピングを
変更して利用

名前 所在地 名前 所在地
おところ なまえ
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https://imi.ipa.go.jp/tools/0051/

ツールを使⽤するには

まずはアクセス！
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ありがとうございました。
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